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★お気に入りの日本人のミュージシャンはいますか？

　 私は坂本龍一が好きだね。

★小さい頃はどんな音楽を聴いたのですか？  また、 当時
のお気に入りのミュージシャンは誰ですか？

　 最初にクラシック音楽を聴いて、 その後にジャズを聴くよ
うになったんだ。 クラシックではモーリス ・ ラヴェル、 ジャ
ズではマイルス ・デイヴィスが好きだった。

★トランペットを演奏することになったきっかけについて聞
かせて下さい。

　 8歳の時に小学校で音楽鑑賞の授業があって、 テーブ
ルの上にたくさんの楽器が置かれていたんだ。 それで、 そ
の時に私はトランペットを選んだんだよ。

★あなたには誰にも真似のできない、 あなたにしか出せな
い特別なトランペットのサウンドがありますが、 どのように
して自分のサウンドをものにしたのですか？  また、 あなた
のようなトランペット ・プレイヤーに憧れている若いミュージ
シャンにアドバイスを頂けますか？

　 けして他の誰かのようなサウンドを出そうとしないことだ
ね。 ひとりのアーティストとして大切なことは偽りなく本物で
あること、 そして、 自分自身の声 ・ 音、 スタイルを見つけ
ることなんだ。

★これまでたくさんのアルバムをリリースされていますが、
もしあなたの代表作として 1枚か 2枚選ぶとしたら、 どの
アルバムを選びますか？

　 『ホイップド・クリーム・アンド・アザー・ディライツ』 と 『ラ
イズ』 だね。

★日本のファンは 4月に行われるあなたとラニさんのブ
ルーノート東京での公演 【＊ P16参照】 を楽しみにして
います！　約 48年振りとなる来日を控えて今どのような気
持ちですか？

　 今はとても創造的は気分なんだ。 音楽を演奏することに
気持ちが掻き立てられているよ。

★日本のイメージを聞かせて下さい。 また、 前回来日した
時の特別な思い出はありますか？

　 のどかな公園や友好的な人々、 そして、 素晴らしい食
事だね！　デパートに買い物に行ったことや店を出る時に
感謝されたことを覚えているよ。

★ 2013年に発表したアルバム 『ステッピン ・ アウト』 が
昨年の第 56回グラミー賞 “ ベスト ・ ポップ ・ インストルメ
ンタル ・ アルバム ” を受賞されましたが、 改めておめでと
うございます！　最新アルバム 『イン ・ ザ ・ ムード』 でも
素晴らしいサウンドを聴かせてくれていますね。

　 私はいつも私自身が楽しんで演奏することができる曲を
選んで、 みんなが良く知っているお馴染みの曲を違った形
で演奏するのが好きなんだ。

★よくご存知かと思いますが、あなたの曲 「ビタースウィー
ト ・ サンバ」 は日本で 1960年代後半から放送されている
有名な若者向けの深夜ラジオ番組 「オールナイトニッポン」
のテーマ曲として使われ続けていて、 今現在までずっと親
しまれているんですよ。

　 あの曲が長年に渡って 「オールナイトニッポン」 で流され
ていることはとても光栄だね。 この 「ビタースウィート ・ サン
バ」 は我々の日本でのショウでも必ず演奏されるだろう。
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　「オールナイトニッポン！」 というタイトルコールに続いて、 深夜
のラジオから流れてくる太陽のように明るく、絹のように響き、クー
ルで華があり、 強烈な個性を放つトランペットの音色。
　名曲「ビタースウィート・サンバ」を生み出したハーブ・アルパート＆
ザ・ティファナ・ブラスでの成功をはじめ、 50年代からソングライター
として頭角を現し、 1962年にジェリー ・ モスと共同で A&M レコー
ドを設立。 セルジオ ・ メンデス＆ブラジル ‘66やカーペンターズを
世界的スターへと導き、 ソロとしても数々のヒット曲を放ち、 2013
年リリースのアルバム 『ステッピン ・アウト』 ではグラミー賞の “ベ
スト ・ ポップ ・ インストルメンタル ・ アルバム ” を受賞。 3月 31日
で満 80歳を迎える今も健在＆大活躍振りを見せてくれている。
　4月のブルーノート東京公演のため、 ブラジル '66出身のシン
ガーで、 妻でもあるラニ ・ ホールと共に約 48年振りの来日が決
定しているハーブ ・アルパートとのインタビューが実現した！

【2015年2月　取材・文：加瀬正之／取材協力：ブルーノート東京】

ハーブ ・アルパート 【Herb Alpert】
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★以下の 3人のトランペット ・ プレイヤーについてコメント
を頂けますか？

≪ルイ ・アームストロング≫

　 ルイ ・ アームストロングはジャズ ・ ミュージシャンとして
の道を示してくれた。

≪マイルス ・デイヴィス≫

　 私が思うに、 マイルス ・ デイヴィスは他のどのジャズ ・
ミュージシャンよりもジャズという音楽の表現の仕方を理解
していたと思う。

≪チェット ・ベイカー≫

　 チェット ・ベイカーは非凡な才能を持っていたね。
 
★本誌のタイトル「The Walker’s」は 50~60年代にかけて、
あなたの出身地でもある LA を中心に活躍していたジャズ ・
ベーシスト、 リロイ ・ ヴィネガーのニックネームから付けて
いるんです。 リロイ ・ヴィネガーについてどう思いますか？

　 リロイ ・ヴィネガーは他のベース ・プレイヤーとは全く異
なるスタイルを持っていて、 多くのベース ・ プレイヤーたち
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に影響を与えたと思うよ。

★音楽以外に何か特別な趣味はありますか？

　 私は 40年以上も絵画や彫刻を続けているんだ。 抽象
派のアーティストといえるね。
 
★夢や目標は何ですか？

　 私の夢と目標は元気で情熱的でいること。 そして、 出来
る限り長く音楽を演奏し、 絵画や彫刻を続けること。
 
★あなたにとって “ トランペット “ とは何ですか？

　 私の人生の方向、 進むべき道を変えてくれたのがトラン
ペットなんだ。 私は若い時はとてもシャイだったから、 トラ
ンペットが私に代わって話してくれたんだよ （笑）。
 
★最後に、「The Walker’s」 読者と日本のファンにメッセー
ジをお願いします。

　 妻のラニと私はブルーノート東京で我々の音楽を演奏す
ることを心待ちにしている。 その音楽はとても自然で偽り
のないものになるだろう。 日本のみんなにとっても楽しい
夜になるはずだよ。

「ビタースウィート・サンバ」
収録の 60年代の名盤

ホイップド ・ クリーム ・アンド ・アザー ・ディライツ
Almo/Irving Music 
1965年 4月発売

ハーブ ・アルパート オフィシャルウェブサイト ： https://herbalpert.herbalpertpresents.com/

ハーブの 70年代後期
ソロ名義時代の名盤

ライズ
Almo Properties 

1979年 9月 25日発売

グラミー賞を受賞した
2013年作品

ステッピン ・アウト
Shout! Factory

2013年 9月 24日発売

ハーブ ・アルパートの
最新アルバム

イン ・ザ ・ムード
Shout! Factory

2014年 9月 30日発売
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